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速 度 部 門　問 題

第 2 級

（制限時間10分）

⑨〔無断複製を禁ず〕

試験委員の指示があるまで、下の事項を読みなさい。

〔　書　式　設　定　〕

ａ． 1行の文字数を 3 0 字に設定すること。
ｂ．プロポーショナルフォントは使用しないこと。

〔　注　意　事　項　〕

1 ．ヘッダーに左寄せで受験級、試験場校名、受験番号を入力する
こと。
2．問題のとおり、すべて全角文字で入力すること。
3．長音は必ず長音記号を用いること。
4．入力したものの訂正や、適語の選択などの操作は、制限時間内
に行うこと。
5．問題は、文の区切りに句読点を用いているが、句点に代えてピ
リオドを、読点に代えてコンマを使用することができる。ただし、
句点とピリオド、あるいは、読点とコンマを混用することはでき
ない。混用した場合はエラーとする。
6．時間が余っても、問題文を繰り返し入力しないこと。

受 験 番 号
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近年、中高生を中心に、ゲームへの依存度が高まってきている。

国立病院機構の調査によると、平日に２時間以上遊ぶという若者は

３割を超えている。インターネットが普及し、オンライン対戦など

ができるようになったことも原因の一つだ。

長時間にわたりゲームを続けることは、日常生活や健康面にまで

影響を及ぼす。例えば、夜遅くまで熱中してしまい、寝不足が続い

たり生活が昼夜逆転したりする。家族や友人との約束があっても止

められず、良好な関係を保つことができない。これらの問題が現れ

ると、依存症の疑いがある。

ＷＨＯ（世界保健機関）は、このような状態が１年以上続く場合

に、ゲーム障害という病気と認定した。しかし、専門的な対応がで

きる医療機関は少ない。そのため、治療法の研究や相談室の増設を

進めていくことが急務である。

ゲーム依存については、社会全体の問題として捉えていく必要が

ある。自治体の中には、ゲームで遊ぶ時間を条例で制限するところ

も出てきている。家庭においても、子どもに自らルールを決めさせ

て、自覚を持たせながら楽しく遊ばせたい。
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